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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は裸足保育の効果を検証することであった．具体的には，幼児の浮き趾
の発生状況および前後足圧荷重割合について，裸足保育を実施する園に通う園児および裸足保育を実施していな
い園に通う園児間で比較を行った．浮き趾の発生状況については横断的および縦断的データにより分析した．そ
の結果，幼児期の裸足保育は男児の浮き趾および前後足圧荷重割合に影響を及ぼし，浮き趾を減少させること，
および，後部の足圧荷重割合を少なくすることが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to examine the effects of the kindergartens’ 
barefoot policy. Concretely speaking, the comparisons between the children who went to a 
kindergarten that followed barefoot policy and children who went to a kindergarten that did not 
follow barefoot policy in the emergence of the floating-toes and the anterior-posterior foot 
pressure ratio were conducted. The examinations in the emergence of the floating toes were conducted
 using a cross-sectional and longitudinal data. In conclusion, kindergartens’ barefoot policy 
affects the floating-toes and the anterior-posterior foot pressure ratio and reduces the 
floating-toes and the posterior foot pressure ratio in boys.

研究分野： 複合領域
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１．研究開始当初の背景 
 近年，裸足ランニングや裸足感覚のシュー
ズの効果が検証されるなど（Divert et al., 
2005; Squadrone & Gallozzi, 2009; Carl et 
al., 2008），「裸足」に注目が集まっている．
裸足は自然かつ健康的であると言われるた
め（Squadrone & Gallozzi, 2009），我が国
でも，以前より，裸足保育が行われることが
ある．裸足により，足裏への刺激の増加，足
趾の使用の増加など，その効果は多数あると
考えられるが，その効果は十分に検証されて
いない．一般的にも「裸足保育は良いのか？」
と疑問を持つ者が多いため，その効果を検証
する必要がある． 
 これまでに，幼少期の裸足生活の効果を検
証した研究はあるが（浅見ら，1990；江西ら，
2008），幼児を対象とした研究は極めて少な
い．数少ない幼児を対象とした研究において
は，裸足生活期間（5 ヶ月）が短い，被験者
数が少ないなど，不十分な点がある．加えて，
裸足生活が足裏形状に及ぼす影響を検討し
ている研究は幾つかあるが，裸足生活の効果
を多面的に検証した研究はない． 
裸足生活では足趾の使用が多くなるため，

裸足保育で育った幼児はそうでない幼児よ
り足趾の接地状態が良好な可能性がある．現
代の幼児には浮き趾（立位姿勢時に床面に接
地しない足趾）が多いと報告されており（松
田ら，2009；2011），浮き趾に関連する要因
も検討されているが（松田ら，2009；2010；
2011，Matsuda et al., 2013），靴の着用の
有無（裸足）が浮き趾に及ぼす影響は検討さ
れていない．成人では靴の着用の有無が浮き
趾に影響すると報告されているため（松田ら，
2011），幼児でも同様の傾向が見られるかも
しれない．浮き趾の原因解明のためにも，裸
足保育と浮き趾の関係を検討する必要があ
る．裸足生活が浮き趾（足趾の接地状態）に
影響するのであれば，裸足が立位姿勢時の重
心位置や立位安定性にも影響する可能性が
ある．また，裸足歩行や走行時は足裏形状や
足圧荷重が靴着用時と異なると考えられる
が，その違いは明らかにされていない．  
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，裸足保育の効果を多面的

に検証することである． 
 具体的には以下の課題に取り組んだ． 
課題 1：裸足保育が浮き趾に及ぼす影響～横
断的データによる分析～ 
課題 2：裸足保育が浮き趾に及ぼす影響～縦
断的データによる分析～ 
課題 3：裸足保育が前後足圧荷重割合（踵荷
重）に及ぼす影響 
 
３．研究の方法 
（1）被験者 
課題 1： 
裸足保育を実施する園に通う園児 552 名

（男児 299 名，女児 253 名）（以下，裸足群）

および裸足保育を実施していない園に通う
園児 538 名（男児 286 名，女児 252 名）（以
下，非裸足群）であった．被験者の年齢は 4
歳～6.5 歳であった． 
 
課題 2： 
裸足保育を実施する園に通う園児59名（男

児 34 名，女児 25 名）および裸足保育を実施
していない園に通う園児 179名（男児 103名，
女児 76 名）であった．初回測定時において 4
歳であった被験者を 2 年後（6 歳時）に再度
測定した． 
 
課題 3： 
裸足保育を実施する園に通う園児 257 名

（男児 125 名，女児 132 名）および裸足保育
を実施していない園に通う園児 316 名（男児
157 名，女児 159 名）であった．いずれの群
の園児も 5～6歳であった． 
 
（2）測定方法 
①接地足蹠面の撮影および浮き趾の判定（課
題 1，課題 2） 
 浮き趾を判定する際に利用する接地足蹠
面の記録には，足蹠投影機（ピドスコープ
VTS-151，サカモト社製）を用いた．被験者
は，測定器上に裸足で両足の内側線を 5～
10cm 離して立ち，前方の目の高さにある指標
を注視しながら両手を体側に自然に垂らし
た直立姿勢を保持した．被験者が安定した立
位を保持したことを確認した後，接地足蹠面
の画像を撮影した．被験者が撮影間に器具か
ら下りることなく，撮影は一人 5回連続で行
われた．なお，測定は幼児の接地足蹠面の画
像の撮影に経験豊富な検者により実施され
た． 
 撮影した 5画像のうち 4画像以上において
接地していない趾を浮き趾とした．両足に 1
本以上浮き趾があれば，「浮き趾あり」とし，
両足における浮き趾の総本数を「浮き趾本
数」とした．本研究における浮き趾の判定は，
1名の熟練した検者により行われた． 
 
②足圧荷重割合の測定（課題 3） 
 前後足圧荷重割合の測定には，フットビュ
ークリニック（ニッタ株式会社製，日本）を
用いた．同測定器は，測定器上に立位した被
験者の接地足蹠面の足圧から各足の前後の
足圧荷重割合を算出する（図 1）．サンプリン
グ速度は 20Hz であった．前後足圧荷重割合
とは，各足の前後それぞれが占める割合のこ
とである．図 1の左足の場合，前部 26% ，後
部 74%である．前後を分割する線は足長（踵
から足趾の先端）を前後に均等に 2分する線
とした．  
被験者は，測定器上に裸足で両足間の幅は

5cm 離し，両手を体側に自然に垂らした直立
姿勢で立位した．測定前に，被験者の足長を
得るため，接地足蹠面の静止画像を撮影した．
この作業はフットビュークリニックにより



行われた．その際，浮き趾を有する幼児がい
るため，検者が被験者の足趾を一時的に押さ
えた．その後，被験者の姿勢が安定したこと
を確認後，10秒間の足圧荷重割合の測定に移
った．被験者はできるだけ安定した姿勢を保
持し，測定中，目線は前方の目の高さにある
指標を注視するように指示された．一人 1回
測定された．踵荷重を評価する評価変数とし
て後部足圧荷重割合を用い，10 秒間の平均値
を利用した． 

なお，指示された指標から目線がずれる，
あるいは，安定した姿勢を保持できなかった
被験者は分析対象から除外した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 前後足圧荷重割合 
 
４．研究成果 
課題 1：裸足保育が浮き趾に及ぼす影響～横
断的データによる分析～ 
 男児では，浮き趾者の割合は裸足保育を実
施している園に通う幼児（50.5％）が実施し
ていない園に通う幼児（66.4％）より少なく
（図 2），浮き趾本数も裸足保育を実施してい
る園に通う幼児（0.87 本）が実施していない
園に通う幼児（1.31 本）より少なかった．一
方，女児においては，浮き趾者数および浮き
趾本数に裸足保育実施の有無による差はな
かった．男児においては裸足保育が浮き趾の
出現状況に影響する可能性が高い． 

図 2 各群の浮き趾者の割合（男児） 
 
課題 2：裸足保育が浮き趾に及ぼす影響～縦
断的データによる分析～ 
 男児では，裸足保育を実施している園にお
いて，初年度において浮き趾のない者が 12
人（35.3％）であったが，2 年後は 22 人
（64.7％）となり，有意な年間差が認められ
た（図 3）．裸足保育を実施していない園にお
いては，初年度において浮き趾のない者が 24
人（23.3％），2 年後には 28 人（27.2％）で
あり，有意な年間差は認められなかった． 
 女児では，裸足保育を実施している園にお
いて，初年度は浮き趾のない者が 7 人

（28.0％），2 年後には 11 人（44.0％）とな
っていたが，有意な年間差は認められなかっ
た．裸足保育を実施していない園においては，
初年度は浮き趾のない者が 27 人（36.5％），
2年後には 29 人（38.2％）であった．非裸足
群においても有意な年間差は認められなか
った． 

図 3 浮き趾のない幼児の割合の変化（男児） 
 
 浮き趾の本数については，男児において，
初年度が 2年後より，また，裸足群が非裸足
群より有意に浮き趾本数が少なかった．初年
度における裸足群と非裸足群の差の大きさ
（効果量）は 0.41 であったが，2年後は 0.63
であった．女児においては，年間差および群
間差とも認められなかった． 
 結論として，男児においては裸足保育の園
に通う幼児は幼児期の2年間で浮き趾のない
者が増加した．浮き趾の本数は裸足保育の園
に通う幼児が裸足保育でない園に通う幼児
より少なく，その差は 4歳時より 6歳時にお
いて拡大した．男児においては裸足保育によ
り足趾の接地状況が良好になると推察され
る．女児は男児と異なり，裸足保育が足趾の
接地状況に及ぼす影響はほとんどなかった． 
 
課題 3：裸足保育が前後足圧荷重割合（踵荷
重）に及ぼす影響 
 男児において，後部足圧荷重割合は左足で
は裸足群 64.5，非裸足群 67.5，右足では裸
足群 62.0，非裸足群 66.3 であった．男児の
後部足圧荷重割合は両足とも裸足群が非裸
足群より有意に低値を示した．女児において，
後部足圧荷重割合は左足では裸足群 67.4，非
裸足群 69.1，右足では裸足群 65.7，非裸足
群 66.1 であった．女児の後部足圧荷重割合
には有意な群間差および年齢差は認められ
なかった．結論として，幼児期の裸足保育は
男児の前後足圧荷重割合に影響を及ぼし，踵
荷重傾向を少なくする可能性がある． 
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